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右
の
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三 

神
戸
精
糖
の
本
社
並
び
に
工
場
敷
地
は
国
有
地
で
あ
る
が
、
借
地
契
約
の
内
容
、
使
用
目
的
等
を
明
ら
か
に 

一 

神
戸
精
糖
の
労
使
紛
争
の
経
過
と
現
状
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

神
戸
精
糖
株
式
会
社
（
本
社
所
在
地 

神
戸
市
中
央
区
小
野
浜
町
九
―
九
七
、
以
下
「
神
戸
精
糖
」
と
い
う
。
）
と

総
評
・
合
化
労
連
・
化
学
一
般
・
名
古
屋
精
糖
労
働
組
合
（
以
下
「
組
合
」
と
い
う
。
）
と
の
間
に
、
一
九
八
一
年
以

降
労
使
の
紛
争
が
続
い
て
い
る
が
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

二 

神
戸
精
糖
の
行
つ
た
労
働
組
合
法
第
七
条
違
反
な
ど
に
つ
い
て
、
一
九
八
二
年
以
降
神
戸
地
方
裁
判
所
、
兵

庫
県
地
方
労
働
委
員
会
な
ど
に
、
不
当
労
働
行
為
の
申
立
て
、
仮
処
分
の
申
請
、
労
働
基
準
法
違
反
の
申
告
な

ど
を
行
つ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
件
数
、
内
容
、
結
果
、
進
行
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

神
戸
精
糖
株
式
会
社
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

四 

精
糖
業
界
は
三
菱
商
事
、
三
井
物
産
、
住
友
商
事
、
丸
紅
、
日
商
岩
井
、
伊
藤
忠
商
事
等
の
大
手
商
社
と
深

い
関
係
が
あ
る
。 

現
に
神
戸
精
糖
は
、
丸
紅
が
九
五
％
の
株
式
を
有
す
る
完
全
子
会
社
で
あ
り
、
昨
年
十
一
月
十
五
日
に
内
整

理
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
て
以
降
、
大
口
債
権
者
に
は
丸
紅
が
代
位
弁
済
の
保
証
を
な
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
神
戸
精
糖
の
意
思
決
定
が
親
会
社
丸
紅
の
存
在
と
無
関
係
に
は
な
さ
れ
な
い

と
思
料
さ
れ
る
。 

さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
今
回
の
紛
争
に
先
立
つ
、
一
九
七
九
年
七
月
に
惹
起
さ
れ
た
紛
争
の
和
解
に
際
し
、
丸
紅
も
共
同
調

印
者
と
な
り
、
一
九
八
〇
年
十
二
月
十
日
付
で
合
意
書
が
締
結
さ
れ
、
そ
の
後
の
労
使
関
係
に
も
責
任
を
負
う

旨
を
表
明
し
て
い
る
。 

し
か
る
に
こ
う
し
た
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
丸
紅
は
組
合
側
か
ら
の
交
渉
申
入
れ
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
一
貫 

四 

 



 

五 

精
糖
業
界
が
特
定
産
業
構
造
改
善
臨
時
措
置
法
（
以
下
「
産
構
法
」
と
い
う
。
）
の
適
用
申
請
を
し
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
そ
の
経
過
と
現
状
並
び
に
神
戸
精
糖
の
同
法
へ
の
対
応
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

神
戸
精
糖
の
労
使
紛
争
に
関
し
、
兵
庫
県
、
神
戸
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 本

年
一
月
二
十
八
日
付
兵
庫
県
地
方
労
働
委
員
会
、
三
月
三
十
日
付
神
戸
市
の
両
要
望
書
に
も
あ
る
よ
う

に
、
丸
紅
を
含
め
た
当
事
者
間
の
話
合
い
を
持
つ
こ
と
が
、
事
態
解
決
に
向
け
て
大
き
く
寄
与
す
る
と
思
料
さ

れ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
工
場
閉
鎖
、
全
員
解
雇
を
公
言
し
、
現
在
組
合
と
の
間
で
そ
れ
を
め
ぐ
つ
て
係
争
中
の
神
戸
精
糖
が

産
構
法
の
適
用
申
請
を
し
た
場
合
、
同
法
第
十
条
等
の
雇
用
関
連
条
項
に
照
ら
し
、
ど
の
よ
う
に
処
置
さ
れ
る

の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

し
て
神
戸
精
糖
と
は
無
関
係
と
の
立
場
で
そ
れ
を
拒
否
し
て
き
て
い
る
。 

五 

 



 

 

六 
七 
神
戸
精
糖
は
、
組
合
が
全
員
解
雇
を
承
認
し
な
い
か
ぎ
り
、
直
接
交
渉
に
は
応
じ
な
い
こ
と
を
表
明
し
て
お

り
、
こ
れ
が
組
合
を
し
て
神
戸
地
方
裁
判
所
へ
の
提
訴
、
並
び
に
兵
庫
県
地
方
労
働
委
員
会
へ
の
救
済
申
立
て

な
ど
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
紛
争
長
期
化
の
一
大
要
因
と
な
つ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
神
戸
精
糖
、
さ
ら
に
は
親
会
社
で
あ
る
丸
紅
に
対
し
、
政
府
並
び
に
労
働
省
、
農
林
水
産
省
は

労
使
紛
争
解
決
に
当
た
り
、
い
か
な
る
処
置
を
考
え
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


